
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この辺りは海浜性植物を主とし 

    た公園「さららパーク」です。 

    水の広場の水はこの季節抜かれて 

    いますが、砂の広場では砂遊びが 

    楽しめます。 

     花壇の植物を観察してみましょ 

う。冬越しの為になるべく地面に 

這うようにさせていた身を起こし始めた植物や、 

新しい葉が芽吹き始めた植物など、それぞれが新し 

い活動にとりかかっている所。 

初夏からの花の時期が、 

今から楽しみですね。 

ここには展望台と、周囲で良く見ることができる鳥

のパネルがあります。展望台にのぼってみましょう。

松林の向こうに三河湾や、そこを航行する船舶などが

見えるかもしれません。 

西には、伊良湖岬にある小山 

と、三重県鳥羽市の「神島」も 

見えます。北東方向や南には、 

風力発電の風車ものぞいていま 

す。高さは約 100ｍ。一年を通じて風が吹く田原市

は風力発電も盛ん。市内には２６ヶ所 52 基の風車が

稼働しているそうです。 

 

夢見ヶ丘 

さららパーク 

日本人に親しまれている樹木「桜」。その品種は

600 を超えるとされるほど多く、また、突然変異

を起こしやすいことも相まって、その花の色や花弁

の形・枚数などは正に「木により異なる」といって

も過言ではないほど多種多様です。 

園地に咲く桜も、それぞれ個性的。是非近くに寄

って、お気に入りの１本を探してみてください。 

一部だけが八重咲き   葉と共にぎっしり咲く 

中央だけが緋色     白色で八重咲き 

メジロの嘴は細く、舌先もブラシ状で蜜を舐めや

すくできていて、器用に蜜が吸えます。でもスズ

メの嘴はそうではないので、花のもとごとちぎっ  

て蜜を食べます。お陰で地面には 

桜が花ごとぽとんぽとん。桜にと 

っては迷惑なお客さん(鳥)です。 



春は、松にとっても花の季節。松をよく観察すると、 

他の季節には見られない不思議な形のものができて

います。それが、「雄花」と「雌花」。松は風によって

受粉する「風媒花」。雌花は雄花からの花粉によって 

受精し、松ぼっくりは１年半かけて成長します。 

 「チョッピピ 

チュウ！」とよく 

通る囀りが聞こえ 

たら、近くの枝の 

先端を見てみましょ 

う。縄張りを主張 

するホオジロの小 

さな姿が見つかる 

かもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイネズと若い松たち 

●散策路一周…約１.２ｋｍ ●所要時間…約 40 分 

芝生の上に黄色い旗が立って 

いるのはグラウンド･ゴルフ 

場。子供から大人まで遊べる 

球技で、16 ホールあります。 

 そんなコースの所々に生え 

ている南国風植物はソテツ。 

４２号線沿いに昔あった南国 

植物園「フラワーパーク」が 

閉園した際に、休暇村園地へ移植されました。 

グラウンド･ゴルフ場と蘇鉄(ソテツ) 

地上を這うように広 

がっているのはハイネ 

ズ。マツ目ヒノキ科で、

潮風によく耐えるので、

海岸砂防に用いられる

植物です。球形の実は、 

秋には黒紫色に熟します。 

また、この辺り一帯の背の低い松は、松ぼっくりか

ら自力で生えてきた若木。以前の防風林がマツクイム

シによって枯れてしまい、伐採された後に育った分

で、まだ 10 年経っていない株も多いです。 

この辺りから少しずつ、桜の木が登場します。 

みどり池 

休暇村伊良湖と同 

時に作られた人工池 

です。鯉やフナ、亀 

などが生息し、年間 

を通してカルガモや 

アオサギの姿を見ることができます。灰色の体に茶色

い頭のホシハジロや、黒地に翼だけ白いキンクロハジ

ロは冬鳥。間もなくユーラシア大陸へ戻っていきます。 

鷹見ヶ丘 

鷹見ヶ丘 

夢見ヶ丘 

みどり池 

小松島 

さららパーク 

あずまやが立っている小高い丘が、「鷹見ヶ丘」。 

その斜面は日当たりが良く、ホトケノザやヒメオド

リコソウ、スズメノエンドウなど春の草花が園地内

でも最も早く顔を出します。 

 丘の上に立つと、休暇村伊良湖本館がよく見渡せ

ます。建物の両端、良く見ると１階部分が無く、浮

いているのが分かりますか？ 休暇村本館は、建築

家の黒川紀章氏が若い頃に 

設計した建物。飛んでい 

る鳥をイメージしたため、 

両翼部分が浮いているの 

だそうです。 

松と風車の観察ポイント 

雄花      雌花 

本館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここには展望台と、周囲で良く見ることができる鳥

のパネルがあります。展望台にのぼってみましょう。

松林の向こうに三河湾や、そこを航行する船舶などが

見えるかもしれません。 

西には、伊良湖岬にある小山 

と、三重県鳥羽市の「神島」も 

見えます。北東方向や南には、 

風力発電の風車ものぞいていま 

す。高さは約 100ｍ。一年を通じて風が吹く田原市

は風力発電も盛ん。市内には２６ヶ所 52基の風車が

稼働しているそうです。 

 

夢見ヶ丘 

この辺りは海浜性植物を 

主とした公園「さららパー 

ク」です。水の広場の水は 

この季節張られていませ 

んが、砂の広場では砂遊び 

ができます。 

花壇を観察してみましょ

う。ようやく新葉を出し始めたところ、という植物た

ちの中に、いち早く花をつけた草もいます。写真の『コ

ウボウムギ(外観から弘法の筆に例えられてその名が

付いたとか)』もその一つ。特に 

雄花は、触ると指が黄色くなる 

くらい、沢山花粉を備えています。 

さららパーク 

春になると囀り始めるため 

『春告鳥』とも呼ばれるウグ 

イス。「ホーホケキョ」の鳴き 

声には雌へのお誘いや縄張り 

の主張の意味が込められてい 

ます(囀るのは雄だけで、雌は 

囀りません)。因みに他の雄が 

縄張りに侵入すると低めの声 

で「ホーホホホキョコ」と威嚇します。 

 また、「ケッキョケッキョケッキョケッキョ」

は『ウグイスの谷渡り』と呼ばれる警戒の鳴き声。

上空を鷹が飛んだり人が縄張りに近付いた時な

どにあげる声で、飛び去りながら鳴いたりもしま

す。ウグイスは、この警戒音と囀りとを合わせて

一日に千回も(！)鳴くことがあるそうです。 

MAP の  マークの所で

目撃されるこの花。あけび

のお花です。大きいのが雌

花、小ぶりなのが雄花。美

味しい実がなるのかな？ 

平成２８年３月２３日から、園地の散策路が増え

ました！ これにより、みどり池により近付けるよ

うになったり、少し遠回りしてより長いウォーキン

グを楽しめるようにもなりました。MAP を見なが

ら、その時の気分でお好みの道をご利用ください。 



只今、松にとっても花の季節。松をよく観察すると、 

他の季節には見られない不思議な形のものができて

います。それが、「雄花」と「雌花」。松は風によって

受粉する「風媒花」。雌花は雄花からの花粉によって 

受精し、松ぼっくりは１年半かけて成長します。 

 「チョッピピ 

チュウ！」とよく 

通る囀りが聞こえ 

たら、近くの枝の 

先端を見てみましょ 

う。縄張りを主張 

するホオジロの小 

さな姿が見つかる 

かもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイネズと若い松たち 

●散策路一周…約１.2ｋｍ ●所要時間…約 40分 

芝生の上に黄色い旗が立って 

いるのはグラウンド･ゴルフ 

場。子供から大人まで遊べる 

球技で、16ホールあります。 

 そんなコースの所々に生え 

ている南国風植物はソテツ。 

４２号線沿いに昔あった南国 

植物園「フラワーパーク」が 

閉園した際に、休暇村園地へ移植されました。 

グラウンド･ゴルフ場と蘇鉄(ソテツ) 

鷹見ヶ丘 

鷹見ヶ丘 

夢見ヶ丘 

みどり池 

小松島 

さららパーク 

松と風車の観察ポイント 

雄花      雌花 

本館 

地上を這うように広 

がっているのはハイネ 

ズ。マツ目ヒノキ科で、

潮風によく耐えるので、

海岸砂防に用いられる

植物です。球形の実は、 

秋に黒紫色に熟します。 

また、この辺り一帯の背の低い松は、松ぼっくりか

ら自力で生えてきた若木。以前の防風林がマツクイム

シによって枯れてしまい、伐採された後に育った分

で、まだ 10 年経っていない株も多いです。時折混じ

る赤い葉の低木はウルシの仲間。触るとかぶれること

があるのでご注意ください。 

みどり池 

休暇村伊良湖と同 

時に作られた人工池 

です。鯉やフナ、亀 

などが生息し、年間 

を通してカルガモや、 

大きくて動きがユニークなアオサギの姿を見ることが

できます。真っ黒くてアオサギ位大きいのは鵜(ウ)。

石の上では亀が日干ししていることもあります。 

あずまやが立っている小高い丘が、「鷹見ヶ丘」。 

日当たりが良いその斜面には何やらつるをくるくる

させた豆科の草が。大きく、紫の花が一般的なカラ

スノエンドウ、それに対して小さく、水色の花をつ

けるのがスズメノエンドウです。 

 丘に立つと、休暇村伊良湖本館がよく見渡せます。

建物の両端を見ると１階部分が無く、浮いているの

が分かりますか？ 休暇村本館は、建築家の故黒川

紀章氏が若い頃に設計した 

建物。飛んでいる鳥をイ 

メージしたため、両翼部 

が浮いているのだそうです。 

駐車場 
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